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確認:出席送信とレポート提出はできていますか
• 連絡事項を含めクラスウェブ経由
で行いますのでメイル通知を受け
れるように設定しておいてください。

• 出欠は出席送信を行ってください。

• 小テスト、演習、レポート提出はク
ラスウェブのレポート機能を使用し
ます。

講義中は内容に集中し

PC/スマホ/Tablet は

閉じておいてください
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EX_102 Review
• EX_102-1 : 06 
• 問題 : In September 1958, Kilby builds a tiny silicon chip connected with gold 

wires on an integrated circuit that includes multiple components.
• 1958年9月,キルビーは小型のシリコンチップ上に複数の部品を金線で接続し
たIC回路を構築した。

• 解答 :  In September 1958, Kilby builds an integrated circuit that includes 
multiple components connected with gold wires on a tiny silicon chip.

• 解説 : 英語では、最初に結論を述べてそのあとに内容を説明する(修飾)文が
続く。学校英語では、この関係代名詞で始まる修飾文を結論の文に割り込ま
せた日本語訳を正解とする。実務英語では頭から読み進む。

• 1958年9月,キルビーはIC回路を構築した, それは小型のシリコンチップ上に複
数の部品を金線で接続したものだった。
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EX_102 Review
• EX_102-1 : 06 Continued
• 問題 : In January 1959, Noyce develops the process of planar technology his

integrated circuit using.
• 1959年1月,ノイスはプラナー技術のプロセスを使ってIC回路を開発した。
• 解答 :   In January 1959, Noyce develops his integrated circuit using the process 

of planar technology.
• 解説 : 問題文では technology と his のつながりがおかしい。結論の部分は、太
字イタリックの部分で、ノイスはIC回路を開発したである。そのあとに現在分詞
usingで始まる修飾文がIC回路を修飾しどのようなものであったかを説明。

• 前の例では、(学校式)日本語訳時に結論の文に関係代名詞節が割り込んだ
が、実務英語では頭から読み進む。1959年1月,ノイスはIC回路を開発した, そ
れはプラナー技術を使ったものだった。
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EX_102 Review
• EX_102-1 : 06 Continued
• 問題 : Instead of connecting individual circuits with gold wires, Noyce uses 

vapor-deposited metal connections.
• 金線による個別の回路接続に代わって,ノイスは蒸着(vapor-deposited)による
金属接続を使用する

• 解答 :  Instead of connecting individual circuits with gold wires, Noyce uses 
vapor-deposited metal connections. 解説 : 内容が逆になっています。
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EX_102 Review
• EX_102-1 : 08 
• 問題 : The first handheld calculator printing results up to 12 digits accepts six-digit 

numbers and performs addition, subtraction, multiplication, and division, on a thermal 
printer.

• 最初のハンドヘルド(手持ち型)計算器は、6桁の数値を受け入れ,加算,減算,乗算と
除算を行い12桁までの結果を感熱(サーマル)プリンタに印刷。

• 解答 :  The first handheld calculator accepts six-digit numbers and performs addition, 
subtraction, multiplication, and division, printing results up to 12 digits on a thermal 
printer.

• 解説 : accepts, performs は多様な意味があり、状況によってその表す内容が異なっ
てくる。実務英語リーディングでは、いちいち日本語に訳して考えない。 accepts, 
performs するんだと読みすすめていく。先に進むと状況が分かってくる。日本語要約
訳が求められたときに状況を作文すればよい。英文を一対一和訳しても無理がある。

2020/5/25 © Renji Mikami – Mikami Consulting / Meiji University 2019 



7

Technical Terms
• 教材A. Technical Terms :Sci-Tech-Term.pdf が授業HPにあります
• 科学技術分野では多くの専門用語(名詞)があります
• これらは、日本語訳のない場合が多く、そのままカタカナ読みで使います
• 例：Silicon(珪素) :シリコン process(工程,過程) : プロセス-半導体のプロセス

• 数式や演算を表現する英語
• 例：2+3=5 : The sum of 2 and 3 is 5 (Two plus three equal five)
• 3^2=9 : Three squared equals nine, 3^N : Three to the Nth power
• 微分する differentiate 微分 differentials
• 積分する integrate 積分 integrals 
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技術英文作成の注意(抜粋)
• 技術英文作成の注意事項
• It’s のような短縮表記はしない
• 文頭にアラビア数字は使用しない
• 文頭ではFig.1のような省略形は使用しない
• 文頭はAnd, But, Soで始めない
• 論文のタイトルは冠詞,前置詞,接続詞を除き大文字を用いる

• 関係代名詞などで続けた長文は避ける：カンマで区切るか、複数の文に
分ける。

• 必要に応じて、教材A. Technical Terms :Sci-Tech-Term.pdf を参照してくだ
さい。ネット辞書で単語を調べたときは専門用語項目で探します。
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Exercise: EX_103
教材A. Technical Terms :Sci-Tech-Term.pdf (授業HP)を使用します
EX_103-1 Page34~36 (番号は右下にあります)にある語句を3語以上使用し
て自由に30単語以上の英文1を書いてみてください。
続いてWEB自動翻訳サイトに英文1を入力して、自動チェックを受け(怪しい
ところには赤い波線などが現れます。)エラーがなくなるように修正した英文
2を作成します。
続いて英文2をWEB自動翻訳サイトで和訳し、これを和訳1とします。
最後に和文1を自分でより自然な日本語に直した和訳2を作ってください。
レポートには、英文1,英文2,和訳1,和訳 2,考察を書いてください。
注：自動チェックは完全ではありませんので、不自然なチェックは無視して
かまいません。これらは考察に書き記してください。

• 提出はClass Web “レポート” にて水曜まで
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Exercise EX_103の例
•英文1 :例えば The paper describes difference transistor and MOS FET. First of 
all, It states the major difference of power consumption, delay and switching 
speed. Second of all, it states the static and dynamic characteristics. Finally, it 
summarize  the technology trends of semiconducter. と書いてみる。
• この英文1を https://www.excite.co.jp/world/english/のexcite英語翻訳サイト
の英文側に入力してみる。
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FETに赤い波線がついているが、技術系
専門用語なので、OK
semiconducter は,スペルミスなので、

semiconductor と直す
と赤線が消える。
この修正した文を英文2とする
続いて翻訳アイコンをクリックして和文に
自動翻訳してみる。これを和文1とする
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Exercise EX_103の例

•和訳1の内容を自分が本来書こうと思った内容に書き直して和訳2を作る
•和訳2 の書き直した例: この論文では、トランジスタとMOS FET の違いについて
述べている。第一に消費電力、遅延、スイッチング速度についての主要な相違
点を述べている。第二に静的および動的特性についてのべている。最後に半導
体の技術動向についてまとめている。

•考察は、各自でまとめてください。
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和訳1 :紙は違いトランジスタとMOS 
FETを説明する。まず第一に、それ
は、電力消費量、遅延、および切り
換えスピードの主要な違いを述べる。
すべての2番目それは静的なおよび
動的な特徴を述べる。最後に、半導
体のそれ要約テクノロジー傾向。



Memo

12

フォローアップURL (Revised)

http://mikami.a.la9.jp/meiji/MEIJI.htm

担当講師

三上廉司(みかみれんじ) 

Renji_Mikami(at_mark)nifty.com

mikami(at_mark)meiji.ac.jp (Alternative)

http://mikami.a.la9.jp/_edu.htm
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